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財団法人柳田國男・松岡家

顕彰会記念館 
〒679-2204 
神崎郡福崎町西田原 1038
の 12 
電話：0790-22-1000 

◆
ご
利
用
案
内
◆ 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
〜 午

後
４
時
３０
分 

 

【
休
館
日
】 

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
、
１２

月
２８
日
〜
１
月
４
日 

 

【
入
館
料
】 

大
人
２
０
０
円 

学
生
１
５
０
円 

小
人
１
０
０
円 

（
団
体
割
引
は 

２０
名
以
上
） 

場
所 

柳
田
國
男
生
家 

参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要

 

 

小
田
富 と

み

英 ひ

で

先
生
来
た
る
! 

 
 

7
月
11
日
（
土
）
午
後
2
時
〜 

★
特
典
★ 

記
念
館
無
料
入
館 

個
人(

本
人
＋
家
族
一
名) 

法
人(

一
口
・
四
名
ま
で) 

も
ち
む
ぎ
の
や
か
た 

レ
ス
ト
ラ
ン
１
割
引
他 

 

 

 

 

財
団
法
人
柳
田
國
男･

松
岡

家
顕
彰
会
は
、
一
昨
年
、
会
員

制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

入
会
者
に
は
会
員
証
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。 

法
人
会
費
一
〇
〇
〇
〇
円 

個
人
会
費
一
〇
〇
〇
円 

 

梟
（
ふ
く
ろ
う
）

染
め
屋 

 

む
か
し
む
か
し
、 

梟
は
染
物
屋
で
、 

多
く
の
鳥
に
頼
ま
れ
て
、
色
々

の
衣
装
を
染
め
て
や
る
の
が

商
売
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
頃
、
烏
は
大
へ
ん
な
め
か
し

屋
で
、
い
つ
も
真
白
い
着
物
を

着
て
飛
び
あ
る
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
烏
が
梟
の
染
め
屋
へ

来
て
、
ど
う
か
私
の
衣
装
を
又

と
な
い
よ
う
な
色
に
染
め
て

く
れ
と
注
文
し
ま
し
た
。
梟
は

そ
の
注
文
を
引
き
受
け
て
、
真

黒
々
の
炭
の
よ
う
な
色
に
染

め
、
是
が
世
界
に
又
と
な
い
色

だ
と
言
い
ま
し
た
。
烏
は
非
常

に
腹
を
立
て
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
も
う
ど
う
す
る
こ
と
も
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、
そ
の
怨
み
を
忘
れ
な
い

で
、
梟
の
顔
さ
え
見
れ
ば
怒
っ

て
い
じ
め
ま
す
。 

そ
れ
故
に
梟
は
今
で
も
森

の
奥
に
隠
れ
て
、
烏
の
起
き
て

い
る
間
は
決
し
て
外
へ
出
て

来
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
た
ま
に
い

る
所
を
烏
に
見
つ
か
る
と
、
ひ

ど
い
目
に
あ
う
の
で
あ
り
ま

す
。 

（
陸
中
岩
手
郡
）
。

（
出
典
柳
田
國
男
「
日

本

昔

話

集

」

） 

7
月
31
日
は
柳
田
國
男

が
生
ま
れ
た
日
で
す
。
明

治
８
年
に
福
崎
町
辻
川

（
当
時
は
神
東
郡
田
原
村

辻
川
）
で
生
ま
れ
て
今
年

で
134
年
経
ち
ま
す
。 

 

柳
田
國
男
は
各
地
の
昔

話
を
収
集
し
、
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

今
回
は
そ
の
う
ち
の
ひ

と
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
現

在
の
岩
手
県
北
西 

部
の
お
話
で
す
。 

（
財
）
柳
田
國
男
・
松
岡
家

顕
彰
会
で
は
、
毎
年
、
柳
田

國
男
と
井
上
通
泰
の
命
日
に

近
い
八
月
上
旬
に
、
二
人
の

業
績
を
偲
ん
で
山
桃
忌
（
さ

ん
と
う
き
）
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。 
 

今
年
は
、
左
記
日
程
の
と

お
り
行
う
予
定
で
す
。 

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

日
時 

８
月
２
日
（
日
） 

◆
短
歌
祭
（
１０
時
〜
） 

場
所 

記
念
館 

講
義
室 

◆
講
演
会
（
13
時
３０
分
〜
）

「
市
川
筋
と
揖
保
川
筋
の
盆

行
事
に
つ
い
て
」 

講
師 

地
主 

喬 

氏 

（
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館

資
料
調
査
委
員
長
）

 

平
成
21
年
度
、
記
念
館
の
講

演
会
第
1
弾
と
し
て
小
田
富

英
先
生
を
お
招
き
し
ま
す
。
テ

ー
マ
は
「
柳
田
國
男
の
生
涯
と

人
―
子
ど
も
・
言
葉
・
家
族
の

危
機
を
柳
田
國
男
を
通
し
て
考

え
る
―
」
で
す
。
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

日
時 

７
月
11
日(

土)
 

午
後
２
時
〜 

場
所 

記
念
館 

２
階 

先
生
は
、
今
年
3
月
ま
で
東

京
都
の
公
立
小
学
校
の
教
員

を
し
て
お
ら
れ
、
『
柳
田
國
男

全
集
』
（
筑
摩
書
房
よ
り
刊
行

中
）
編
集
委
員
で
も
あ
り
ま

す
。
遠
野
物
語
研
究
所
客
員
研

究
員
や
遠
野
市
の
『
遠
野
物

語
』
百
周
年
記
念
市
民
企
画
委

員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
歴
任

さ
れ
、
昭
和
62
年
に
は
『
毎 

日
小
学
生
新
聞
』
３
月
２
日

〜
３１
日
に
「
柳
田
國
男
お
じ

い
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の

執
筆
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

小
田
富
英
先
生
略
歴 

昭
和
24
年
東
京
生
ま
れ
。 

大
田
区
立
仲
六
郷
小
学
校
教

員
な
ど
を
経
て
、
平
成
21
年

３
月
武
蔵
野
市
立
桜
野
小
学

校
退
職
。 

 

＊
申
込
22-

１
０
０
０ 

会
員
以
外
の
方
は
入
館
料
が

必
要
で
す
。 

※
香
寺
高
校
美
術
部
の
大
前

一
姫
さ
ん
か
ら
す
ば
ら
し
い

絵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。 


